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白石第二小学校
市になったのか」などの疑問を調べたり、両市の
観光地や食文化などを調査したりして、本市との
共通点や相違点などについて情報をグループごと
に新聞にまとめました。
　学習を通して、自分たちの住んでいる地域と他
の地域との関わりが見えてきました。今後も、児
童たちの「もっと知りたい」「もっと調べてみたい」
という興味・関心を大切にしながら、新しい挑戦
を進めていきます。

石第二小学校の本年度のスローガンは、「夢
　挑戦　～“夢“を抱いて一歩踏み出す～」

です。児童たちがさまざまなことに興味を持ち、
夢を見つけ、挑戦することを大切にしています。
　４年生の総合的な学習では、「白石の伝統」の
学習を進めています。その中で、興味・関心を広
げていく学びとして、本市の姉妹都市である神奈
川県海老名市と北海道登別市を学習テーマにしま
した。遠く離れている二つの地域が「なぜ姉妹都
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石きぼう学園では、「学校の主役は子ども
たち」を合言葉に、子どもたちの学びや心

の「つながり」、教職員との「つながり」、保護者・
地域の方との「つながり」を大切にしています。
　「夢スタジオ（総合的な学習の時間）」では、子
どもたちがメニューを考え、全員で昼食作りを行
っています。６月には、「校外学習に行きたい」
という声があり、縦割りグループで市内の自主研
修を行いました。笑顔があふれ心に残る体験（思
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つなぐ・つながる・笑顔あふれる「きぼう学園」

本市の姉妹都市について調べよう！

い出）は達成感につながり、ますます積極性が高
まってきています。
　「白石タイム（学び直しの時間）」では、一人一
人が学習したい教科・内容を決め、自分のペース
で学びを進めています。その他、防災学習など小
中学生が一緒に活動する時間を通して、社会性な
どが育ってきていることを実感しています。
　これからも地域の学校として、さまざまな「つ
ながり」を大切にしていきます。

白石きぼう学園

白石市学力向上プロジェクトの取り組み

▲ インターネットで調べる児童たち ▲ 新聞にまとめている様子▲ グループの中で情報交換

▲ みんなで楽しく昼食作り！ ▲ 自分のペースで学ぶ「白石タイム」▲ 市内での自主研修の様子
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